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				　がりょう山(ざん)

				　

				　昔、昔の話です。

				　須坂(すざか)の里の真ん中に、小高い山がありました。

				　その山のてっぺんからは、雪をいただいた飯綱(いいづな)、戸隠(とがくし)の山々がそびえ、遠く千曲川(ちくまがわ)、犀川(さいがわ)の流れを望み、山のすそには銀色に輝く百々川(どどがわ)が光っておりました。

				　そこには小さなお城(しろ)があり、りょう姫(ひめ)というそれは美しい姫が住んでおりました。

				　りょう姫はとても心の優しい方でしたので、その心に誘われて、鳥や獣(けもの)たちが集まり、木々や草花もきれいな花を咲き香らせて、松の木も年中青々と輝いておりました。

				　あるときりょう姫は、山のふもとに桜(さくら)の苗木(なえぎ)を植えることを思いつきました。毎年、春になると里が桜に包まれたらどんなに素敵なことでしょう。その話に、城主のお父さんも、里の人たちも賛成しました。そうして山のふもとには、たくさんの桜の苗木が植えられたのでした。

				　りょう姫はもう楽しみで仕方がありません。毎日お城から山を駆けおりては、里の人と一緒に、桜の苗木に水や肥料(ひりょう)をくれて、大切に大切に、早く花が咲くようにと祈りながら育てていったのです。

				　そんなりょう姫の心には、一人の男の子の事が思い出されておりました。それは、山の隣の坂田村に住んでいた天馬(てんま)という少年でした。天馬にはお父さんもお母さんもいませんでした。

				　りょう姫がまだ幼かった頃の事です。天馬は須坂の里で一番のいたずら小僧(こぞう)でした。里の畑を荒らしたり、物を盗んでは人が困る姿を見て楽しんでいたのです。里の人たちがほとほと困り果てていた時です。天馬はついに、お城に忍び込んで、城主が命よりも大切にしていた木彫(きぼ)りの観音像(かんのんぞう)を盗みだし、粉々(こなごな)に壊(こわ)してしまったのです。

				　城主は雷(かみなり)のように、それはもうたいへんに怒りました。

				　「観音様は世音(せおん)を観(かん)じて衆生(しゅじょう)を救(すく)う菩薩様だ！それを壊すとは天下無双(てんかむそう)の罰当(ばちあた)たりじゃ！子供といえど許(ゆる)し難(がた)い！即刻(そっこく)、里を追放(ついほう)せよ！」

				　天馬がかわいそうに思ったりょう姫も、泣きながら許しをお願いしましたが、城主の怒りはおさまるどころか、壊された観音像を握(にぎ)りしめて涙を流しておりました。

				　そして、天馬は須坂の里を追い出されてしまったのです。

				　でも、りょう姫は知っていました。天馬は本当は悪い少年ではないということを。なぜなら、城から少し離れた林の中で、綺麗(きれい)なお花と話をしている時に、突然(とつぜん)、大蛇(だいじゃ)が襲(おそ)ってきたところを、天馬が助けてくれた事があるからです。

				　「だめじゃないか！この辺(へん)は大蛇の巣(す)なんだ。かまれたら死んでしまうぞ」

				　その時の天馬の目は真剣(しんけん)でした。

				　「大丈夫。大蛇だって人と同じ動物だもの。お話をすれば仲(なか)良くなれるわ」

				　りょう姫はそう答えましたが、天馬が助けてくれなかったら本当に死んでいただろうと思いました。天馬は不思議(ふしぎ)そうな顔をしていましたが、やがて優(やさ)しい笑顔を浮(う)かべると、何も言わずにどこかに行ってしまいました。

				　天馬は今頃(いまごろ)、どこで何をしているのでしょう？ そう思うと、りょう姫の心は痛みました。

				　

				　ある日のことです。りょう姫がいつものように桜の世話(せわ)をしようとお城から飛び出した時です。

				　突然、山全体がぐらっと揺(ゆ)れました。その衝撃(しょうげき)でりょう姫は転び、土蔵(どぞう)が崩(くず)れ、お城の中では棚(たな)やふすまが一斉(いっせい)に倒れて大きな音をたてました。

				　りょう姫は驚いて、しばらくあたりを見回しましたが、お城の脇(わき)の土蔵が崩れている他はいつもと変わりませんでしたが、急に両親が心配になってお城の中に戻(もど)りました。両親は無事(ぶじ)で、りょう姫を力いっぱい抱きしめてくれました。

				　「地震(じしん)かな……？」

				　城主のお父さんが言いました。

				　しかし、その日から、山は毎日のように揺れるようになりました。しかも揺れは日をおうごとに激(はげ)しくなり、回数も増えてきたのです。

				　ついに、お城には住めないと判断した城主は、りょう姫と妻と家臣(かしん)達を山からおろし、ふもとの里に住むように命じました。しかし、城主は里を守るためにお城に残らなければなりません。その時、りょう姫が言いました。

				　「私もお父様と一緒にこの城に残ります。だって、この山は私の故郷(ふるさと)。小鳥や動物たちも、ほら松の木々達もこの山に残るって言っているでしょう！」

				　城主にはりょう姫の心がよく分かりました。そこで、もう少しだけ、城に留(とど)める覚悟(かくご)を決めて、静かにうなずきました。

				　その晩、坂田山に住む農民が、お城のある山を見て腰(こし)を抜(ぬ)かしました。農民が見たものは、月明かりに照(て)らされた山の中腹(ちゅうふく)あたりにぎょろりと光る、大きな大きな動物の目でした。よく見れば山のふもとから長いひげをなびかせながら、眠(ねむ)そうに薄目(うすめ)を開けて、ときたま大きなあくびをしているではありませんか！ そうです、山はあの竜(りゅう)の身体そのものだったのです。

				　農民は命からがら、家へ飛び帰っていきました。

				　

				　その噂(うわさ)はたちまち全国へ広がっていきました。

				　そしてその噂は、甲斐(かい)の国、草津(くさつ)にほど近い街(まち)の一人の青年の耳にも入ってまいりました。

				　その青年は武士(ぶし)でした。弓(ゆみ)を持たせたら日本一とも謳(うた)われるりっぱなりっぱな青年でした。

				　ある日弓矢(ゆみや)の練習をしていると、道行く人がこんな事を言いました。

				　「なんでも、信州(しんしゅう)の北は須坂の里というところに、竜が眠っているらしい……」

				　「りゅ、竜って、あの竜かい？」

				　「そうさ、なんでも七千年に一度目を覚まし、すうっとどこかに飛んでいって、またどこぞの地を見つけて、深い眠りにつくということさ」

				　「な、なんだい？それだけかい？」

				　「そ、それだけだが、土地の人間にしてみれば大事(おおごと)さ。何せ、こんな山みたいな図体(ずうたい)が動くんだ。あのしっぽをひょろっと動かしただけでちっぽけな村なんか壊滅(かいめつ)さ。それに考えてみろ、立ち上がって二、三歩歩いたって、須坂なんて里なんぞ一瞬(いっしゅん)のうちになくなってしまうわ。それに竜は肉食だぞ。七千年も何も食わずにいるんだ。腹(はら)ぺこだろ。目が覚(さ)めたら早速(さっそく)食糧(しょくりょう)をあさるに決まってるんだ。そしたら里の人間は全員竜のおまんまってわけだ」

				　「そりゃたいへんだ」

				　「それだけじゃないぜ。なんでも竜の背中に城があってな、これは竜が目を覚ます前からあったものなんだが、そこに城主と娘のお姫様が籠城(ろうじょう)しているんだと」

				　「ありゃ、たいへんだね、そりゃ。で、いつ目を覚ますんだい？」

				　「そりゃ分からないが、今、ねぼけ眼であくびをしているって言うから、ここ半月中ってところじゃないかい？」

				　その話を聞いて、青年は驚きました。急いでその人のところに行って、

				　「今の話を詳(くわ)しく教えて下さい！」

				　と言いました。

				　「なんだい？あなたは？」

				　「須坂の里の人間です」

				　そうです、その青年こそ幼(おさな)い日に須坂の里を追放された天馬だったのです。その後、武道の実力を買われた天馬は、甲斐の豪商(ごうしょう)の家に拾われてりっぱな武士になっていたのです。

				　道行く人は気(き)の毒(どく)そうに、何も言わないで歩いて行ってしまいました。もうここにいる場合ではありません。故郷を救いたいと思った天馬は暇(ひま)をもらい、急いで馬を走らせました。

				　

				　天馬は草津から白根山(しらねさん)を越(こ)えて信州に入り、須坂の里に隣接(りんせつ)する高山の郷(ごう)に馬を走らせました。坂田山の峠(とうげ)を越えると、そこには神社(じんじゃ)があるはずでした。昔よく遊んだところです。懐(なつ)かしい風景に少し心を和(なご)ませながら、やがて神社に着きました。そこからですと、お城のある山が一望(いちぼう)できるのです。

				　その時です。山の森が静かに動きだし、突然大きな声でほえたではありませんか。見れば、山は大きな竜の寝姿(ねすがた)で、時々頭を持ち上げて、天に向かってほえたてるのです。

				　天馬が呆然(ぼうぜん)と見つめているところへ、神社から一人の修験者(しゅげんじゃ)が出てきて言いました。

				　「こりゃまずいな……。もうじき完全に目覚めてしまう……」

				　「あなたは……？」

				　天馬が修験者に言いました。修験者は少し慌てて天馬を神社に連れ込みました。修験者は神社の中で、どうやら大きな岩に「竜」の文字を刻(きざ)んでいるようでした。

				　「見たところ、竜を倒しに来たようだが、やめとけ。所詮(しょせん)、人間に竜など倒せぬ」

				　突然、修験者は言いました。

				　「竜のひげを射抜(いぬ)けば、竜は方向感覚を失い、動けなくなると聞きました」

				　天馬が言いました。

				　「そんなことをしたら、竜は見境(みさかい)なく暴(あば)れ回り、動けなくなる前に里は全滅(ぜんめつ)じゃ」

				　「ではどうすればよいのですか？」

				　修験者はのみを手に、再び「竜」の文字を刻み始めました。そして手を働かせながら言いました。

				　「竜は所詮畜生(ちくしょう)だ。そこらの牛や馬と同じよ。何を言っても人の心など理解し得ない。本能(ほんのう)のまま、定(さだ)められた理(ことわり)の中で生きるのみじゃ。かといってほおっておけばこの里は消える」

				　「どうすればよいのでしょう？」

				　「お前はこの里の何なのだ？」

				　「須坂の里は、私の生まれ故郷です。この里で生まれ、幼少を過ごしました。名を天馬と申します。りょう姫がまだ竜の背の城にいると聞きました。無事なのでしょうか？」

				　「さあ……？竜が動きだし、山肌は崩れ、城への道も閉ざされた。もう、食糧も尽きている事だろう……」

				　「私はあの姫に大切な事を教わりました。須坂の里を守りたいのも本当ですが、私は姫を救いたいのです」

				　「ほう、気の毒にな……」

				　「これはなんですか？」

				　修験者の刻む岩を見て天馬が言いました。

				　「これか？これは竜の魂(たましい)よ！畜生(ちくしょう)に理性(りせい)を持たせるには、この念(ねん)を込(こ)めた岩に人の心を宿(やど)して竜の逆鱗(げきりん)にぶち込ませるしかない」

				　「逆鱗？」

				　「竜の急所(きゅうしょ)、顎(あご)の下の逆(さか)さまの鱗(うろこ)よ。その鱗に触れると竜は怒ってその人を殺すという……、中国の韓非子(かんぴし)にある話じゃ」

				　「でも、それではますます竜は怒って……」

				　「だからそこに人の心を宿したこの岩をぶち込むのさ」

				　「人の心を宿すって……？どうやるのです？」

				　「生(い)け贄(にえ)よ、生け贄。どうじゃ？お主、生け贄になってくれるか？」

				　天馬は静かにうなずきました。

				　「ほお、見上げた若者じゃ。わしの話をよく聞け。竜が首をあげた時が機会だ。この念を込めた岩を逆鱗にぶち込む。そしたら逆鱗からしたたる竜の血で身体を洗うのじゃ。竜の血は生け贄の肉体を溶かす。溶けたらそのまま傷口(きずぐち)から竜の脳(のう)に入り込み、竜の身体を支配するのじゃ……」

				　「あなたは一体何のために竜を……？」

				　「わしゃ修験者だ。名前を挙げれば多くの弟子がつくじゃろ。儲(もう)かるぞ……」

				　修験者はにやりと笑いました。天馬はそんなことはどうでもいいと思いました。それより、竜をしずめる事の方が重要なのです。

				　「分かりました。でもその前に、りょう姫を救い出したい。私はこれから山に登ります。それまで待っていただけますか？」

				　「今宵(こよい)、この岩は出来上がる。そしたらすぐに岩をほおり投げる準備をして、竜が首をあげたと同時に岩を放(はな)つ。それまでになんとかしろ」

				　天馬はうなずいたかと思うと、そのまま馬にまたがり、竜の山に向かって駆(か)け出しました。

				　その後ろ姿を見て、修験者は悲しい顔をしました。修験者は少し嘘(うそ)をついていました。それは、生け贄になれるのは、昔から若い娘しかないということでした。男は欲深(よくぶか)で、裏切(うらぎ)る性質(せいしつ)が強いことから生け贄にはなれないのでした。でも、天馬の志(こころざし)を見たとき、修験者はそのことが言えなかったのです。

				　

				　果たして天馬が山のふもとにたどり着くと、修験者が言った通り、山肌はすっかりはがれ落ち、以前の面影(おもかげ)は全くなく、崩れ落ちた石や岩が散在(さんざい)していて、竜が少しでも動くものなら、その岩の下敷(したじ)きになって死んでしまうに違いありません。かろうじて昔のまま残っていた崖淵(がけっぷち)を見つけると、天馬はそこからお城へ登ることにしました。運良くお城は、その崖淵を登りあがったところにあるはずなのです。

				　馬から降りた天馬は弓矢を背負い、少しずつ崖(がけ)を登り始めました。山の頂上まであと少しのところまで登り詰(つ)めた時です。にわかに山が揺れ、天馬の両足が滑(すべ)りました。必死でこらえる天馬の目から、瓦(かわら)のように厚い鱗(うろこ)が逆立ち、長い尾が風を切って振られる光景が見えました。

				　「これはたいへんだ。早く竜をしずめないと、えらいことになってしまうわい」

				　坂田山の神社から、その様子を見た修験者は呟(つぶや)きました。こちらは準備万端(ばんたん)でした。後は綱(つな)を切って、岩を竜めがけて投げ込むだけです。

				　天馬はなんとか山の頂上にたどり着きました。お城は今にも崩れ落ちそうです。天馬はお城の中に駆け入りました。

				　りょう姫はお城の中央の部屋に端座(たんざ)しておりました。見れば横たわった城主の看病(かんびょう)をしているようです。

				　「早く、ここを出ましょう！」

				　叫んだ天馬の姿を捕らえたとき、りょう姫は驚きの色を隠せない様子でした。このお城に人が来たことが信じられなかったのです。

				　「あなたは……？」

				　天馬の顔をしみじみと見つめたとき、りょう姫の脳裏(のうり)に、幼い頃の思い出が少しずつよみがえってまいりました。

				　「て、天馬……」

				　それは十数年ぶりの再会でした。驚いたのはりょう姫だけではありません。横たわっていた城主も、痛々(いたいた)しい身体を起こしてりっぱに成長した天馬の姿に目をみはりました。

				　「おお、天馬か……。わしは君にひどいことをしてしまった。観音像を壊された腹いせに、君をこの里から追い出してしまうとは……。大切なのは観音像ではなく、菩薩の心を持つ勇気だったのだ。わしは最近になってそのことに気がついた。許しておくれ……」

				　城主は天馬の手を握りしめて涙を流しました。

				　「私は里を追われた事で、あなたを恨(うら)んではおりません。確かにあの時は私が悪かったわけですから。それに、そのおかげで、私は武士になることができました」

				　「君はこのわしを許してくれるのか？」

				　天馬は静かにうなずくと、城主を布団(ふとん)に横たえました。

				　「そんな事より、早くここから逃げましょう。もうじき竜が起きあがり、里の民(たみ)を食(く)い尽(つ)くすでしょう。里の人たちは遠くへ避難(ひなん)しておりますが、竜は鼻がきく。見つけられるのも時間の問題でしょう」

				　「わしはこの間の地震で柱につぶされ、もう、動けない。わずかの望みがあるのなら、このおりょうを連れて行っておくれ。わしは、もうじき死ぬ……」

				　城主の言葉に、りょう姫はとても悲しい顔をいたしました。

				　「大丈夫。私はこの竜をしずめます」

				　城主とりょう姫は不思議な顔を作りました。天馬は修験者から聞いた話を二人に伝えました。それを聞き終えると、城主は静かに言いました。

				　「その修験者は嘘をついているね」

				　天馬は驚きました。

				　「何かの文献(ぶんけん)で読んだ事がある。生(い)け贄(にえ)は男にはつとまらない。若い娘でなければだめなのだよ……」

				　「なんですって！」

				　天馬は叫びました。万事(ばんじ)休(きゅう)しました。天馬はがくりと肩を落としました。

				　その時、りょう姫が言いました。

				　「私が行きます！」

				　天馬と城主は、そのりょう姫の決死の瞳(ひとみ)を見つめました。それは、天馬が生け贄を決意したときの心と、全く同じだったに違いありません。

				　その時です。いままでにない大きな揺れがお城を襲(おそ)いました。

				　「早く逃げなさい！私のことはいい！」

				　城主は最後の力でりょう姫と天馬を突き飛ばしました。次の瞬間、お城が最後の支えを失って、天井が城主の上に落ちました。天馬とりょう姫はすんでのところで助かりましたが、りょう姫は大きな悲鳴をあげました。瓦礫(がれき)の中から、

				　「天馬くん、おりょうを頼む……」

				　という声が聞こえましたが、更(さら)にその上に柱が倒れ、お城は瞬(またた)く間に崩れていきます。天馬はりょう姫の手を引いて、一気にお城の外へ飛び出しました。飛び出した瞬間、お城はぺちゃんこにつぶれてしまいました。まだ、地面は揺れ続けています。きっと竜が頭をもちあげ始めたに違いありません。

				　「天馬、私を竜の逆鱗(げきりん)のところへ連れていって下さい」

				　天馬はりょう姫の心が痛いほど分かりました。きっと自分が女なら、迷わずりょう姫と同じ事を言ったでしょう。天馬は奥歯(おくば)をかみしめてうなずきました。天馬がりょう姫の手を取った時、

				　「あなたに一つだけお願いがございます」

				　りょう姫が天馬に言いました。

				　「この山のふもとに、たくさんの桜の苗木を植えました。もし、あなたが生きていたならば、その桜が満開(まんかい)の花をつけるまで、どうかその桜を私と思って守り続けていただけませんか？」

				　りょう姫の目に涙(なみだ)がいっぱいたまっていました。

				　「約束(やくそく)しました」

				　天馬は涙をこらえてそう言いました。二人は縄(なわ)をくくり、崖(がけ)を一気に飛び降りて、つないだ馬にまたがって、竜の顎(あご)、逆鱗(げきりん)に向かって駆(か)け出しました。ものすごいつむじ風です。すでに竜の頭が、ゆっくりと持ち上がりはじめているところでした。

				　

				　坂田の神社では修験者が、竜の頭が持ち上がるのを、今か今かと待ち受けておりました。やがてものすごい風とともに、山が大きく動くのを捕(と)らえました。

				　「動いた！天馬め、間に合わなかったか？」

				　修験者は岩を放つかどうか戸惑(とまど)いました。しかしそうしているうちにも、竜の頭はみるみる天空高く持ち上がり、上空の月にまで達するような勢いです。竜を立ち上がらせてしまったらおしまいです。

				　「ええい！どうにでもなれ！」

				　修験者はついに手元の縄を切り、竜の逆鱗めがけて岩を放ちました。

				　岩は一直線に飛んでいき、見事逆鱗を射抜(いぬ)いたのです。竜は天地が張(は)り裂(さ)けんばかりの声でいななきました。

				　ちょうどその時、天馬とりょう姫は竜の胸あたりに到達しておりました。逆鱗に岩を射抜かれた竜は血を吹き出しながら大きく首を振り、痛みに耐(た)えているようでした。逆鱗に触れた竜に見つかったが最後、人は竜に殺されるとは昔の故事(こじ)の通りなのです。

				　やがて竜の鋭(するど)い眼(め)が、天馬とりょう姫を捕らえました。竜の頭は直ちに二人に襲いかかりました。

				　「姫、いいですか。このまま竜の顔に飛び移り、逆鱗に突き刺さる岩にしがみつきますから、しっかりと私に捕まっていて下さい！」

				　「はい！」

				　そこからは、もう何が何だか分かりません。天馬は竜のひげにしがみつき、放った弓矢でなんとか竜の逆鱗の岩までたどり着きました。とても激しい動きの中でしたが、天馬とりょう姫は深い深い安(やす)らかな世界で、心の会話をしておりました。

				　「天馬、私の名前はりょう。漢字で『竜』という字を書くの。もしかしたら、私が生まれる前からこんなことになることが決められていたのかもしれません……」

				　「りょう、それは違うよ。仮(かり)にそうだとしても、私たちは望んでこの里を守ろうとしているのですから」

				　「そうですね……。私は竜の身体にこの身を移し、生涯(しょうがい)この里を見守ってまいりましょう」

				　「せっかくりょうと知り合えたのに、せっかく昔りょうが言った言葉が理解できたというのに……」

				　「いいえ、私は死ぬわけではありません。ただ竜になるだけなのです。次に目を覚ますのは七千年後。でも、その時はもう、あなたはいないでしょう」

				　「いや、私はこの里の土となり、りょうが目覚めるのをじっと待っております」

				　したたり落ちる竜の血は、やがてゆっくりとりょう姫の身体を溶かしていきました。

				　「天馬、見て。私の身体が段々(だんだん)溶けていく……」

				　天馬は涙が止まりませんでした。りょう姫は身体が全部溶けてしまうまでに、ありったけの思いを天馬に伝えようと必死(ひっし)でした。

				　「桜の花の事、本当によろしくお願いいたします。それから、お母さんには立派(りっぱ)なお父さんの最後の話、伝えてあげてくださいませ。それから、それから、須坂の里の事もお願いいたします……。私と天馬の大切な故郷(ふるさと)でもあるのですから……。それから、それから……」

				　りょうの姿は次第に透(す)き通り、その美しい顔も、唇(くちびる)を動かしながらついに消えていってしまいました───。

				　するとどうでしょう。今まで暴(あば)れ狂(くる)っていた竜の頭が、ぴたりと止まったかと思うと、やがて大きな地ひびきをたてて、地面に頭を落としました。

				　そのいきおいで、百々川(どどがわ)の水は逆流(ぎゃくりゅう)し、すんだ水は、竜のはきだす息で、まっかにそまってしまいました。そして、その時よこたわった竜の姿は、七千年という長い眠りの中で、そのまま小高い山となり、やがて昔の風景を取り戻していきました。その山のうちがわには、竜がのたうちまわった後でしょうか、まんまんと水をたたえた池となり、その池のほとりには、りょう姫が植えた桜が、毎年春になると、綺麗(きれい)な花を咲かせます。

				　しかし、竜のはきだした血で、池のふちはかっ色をおび、百々川の川底も、赤くそまってしまいました。そしてその山に登れば、竜の痛みのためでしょうか、それともりょう姫の苦悩(くのう)のためでしょうか、松の木がねじれているということです。

				　池にうつる山のありさまは、京都の嵐山(あらしやま)をおもわせる美しさで、いつのころからか、人びとは、この山を『がりょう山』とよび、池を『竜ヶ池』と、よぶようになりました。

				　そしていまだに、竜の文字をきざんだ岩が、この山のどこかにうまっていると信じられています。

				　

				　　　　　　　　　二〇〇二年八月二十四日
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